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【第 2号議案】

平成 21 年度決算報告に関する件

I. 貸借対照表

平成22年 3月 31 日現在
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II. 正味財産増減計算書

平成21年 4月 1日から平成 22 年 3 月 31 日まで
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III. 財務諸表に対する注記

1．重要な会計方針

（1）固定資産の減価償却の方法

固定資産の減価償却の方法は，定額法を採用している。

（2）引当金の計上基準

退職給付引当金は，自己都合退職による期末要支給額を計上している。

（3）消費税等の会計処理

消費税の会計処理は，税込み方式によっている。

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は，次のとおりである。

3．基本財産及び特定資産の財源の内訳

基本財産及び特定資産の財源の内訳は，次のとおりである。
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4．固定資産の取得額，減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得額，減価償却累計額及び当期末残高は，次のとおりである。

当期末に取得価額 280,000円，償却累計額 274,400円のパソコンを除去し，除去損 5,600円を計上した。

5．補助金等の内訳並びに交付者，当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者，当期の増減額及び残高は，次のとおりである。

① 寄付金の当期増加額の内訳は次のとおりである。

高橋記念賞　　　　預金利息 345円

軽金属奨励賞　　　預金利息 40円

国際会議積立金　　預金利息 13.595円

② 大会寄付金の交付者である軽圧 7社とは，㈱神戸製鋼所，三協立山アルミ㈱，昭和電工㈱，住友軽金属工業㈱，日本軽金属㈱，古河

スカイ㈱，三菱アルミニウム㈱であり，各社同額である。

6．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は，次のとおりである。
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IV. 財 産 目 録

平成 22 年 3 月 31 日現在
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V. 貸借対照表総括表

平成22年 3月 31 日現在
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Ⅵ. 正味財産増減計算書総括表

平成21年 4月 1日から平成 22 年 3 月 31 日まで
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Ⅶ. 財産目録総括表

平成22年 3月 31 日現在
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VIII. 収 支 計 算 書

平成21年 4月 1日から平成 22 年 3 月 31 日まで
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収支計算書に対する注記

1．資金の範囲

資金の範囲には，現金預金，仮払金，前受金，預り金を含めている。

なお，前期末及び当期末残高は下記 2に記載するとおりである。

2．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳
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IX．収支計算書総括表

平成21年 4月 1日から平成 22 年 3 月 31 日まで
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X．研究部会収支計算書

平成21年 4月 1日から平成 22 年 3 月 31 日まで
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XI. ICAA12 収支計算書
平成21年 4月 1日から平成 22 年 3 月 31 日まで

ICAA12 収支計算書に対する注記

1．業務委託費の内容

① 第 12回アルミニウム合金国際会議［英文名 The 12th International Conference on Aluminum Alloys（ICAA12）］を 2010年

9月 5日から 9日まで開催する予定である。

② ICAA12の諸準備及び運営並びに残務処理に必要な立案・折衝・実施に伴う総合的なコンサルティング業務及び事務局を
委託する費用である。

③ 業務委託の期間は 2008年 3月 1日より 2010年 12月 31日までとする。

④ 業務委託費の総額は 3,560,000円（税込み金額 3,738,000円）であり，これを 4回に分けて支払う予定である。

当決算において，3回分累計 2,500,000円（税込み金額 2,625,000円）を支払い済である。

⑤ ICAA12の実行に伴う費用支払いについては，別途の取り決めにもとづき支払う。

2．ICAA12大会行事費の引当

ICAA12に対し，財務諸表に対する注記 2並びに 3 の特定資産・積立預金に示すとおり，国際会議積立金（使途指定の寄付

金）及び国際会議任意積立金を設定している。
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